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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的である「月曜クラブ」と「一土会」という、関連する二つの女性グル
ープの活動を明らかにし、近代日中関係史をジェンダーの視点から分析することは、概ね達成できたと判断す
る。具体的には、両組織の実質的幹事であった東京朝日新聞初の女性記者竹中繁の未公開史料を十分調査・閲覧
でき、それらの成果を、『女性記者・竹中繁のつないだ近代中国と日本ーー一九二六～二七年の中国旅行日記を
中心にーー』（研文出版、2018年2月）として上梓できた。
　その他の活動も、研究会・打ち合わせ会議の開催、関連史料の所蔵状況に関する調査・収集、本の購入、情報
の共有と発信、研究成果の学会発表等、多岐にわたって積極的に行われた。

研究成果の概要（英文）： It was judged that the purpose of this study was to achieve the goal of 
clarifying the activities of two related women's groups, "Getsuyo club（Monday club）" and "
Ichidokai," and analyzing the history of modern Sino-Japanese relations from a gender perspective. 
Concretely, the unpublished historical materials of Tokyo Asahi Shimbun's first female reporter 
Shige Takenaka, who was the actual organaizer of both organizations, can be thoroughly investigated 
and read, and the results can be seen in “Modern China and Japan Connected by Female Reporter Shige
 Takenaka: focusing on China's travel diary from 1926 to 1927” (Kenbun Publishing, February 2018). 
  Other activities were also actively conducted in a wide variety of ways, such as holding research 
meetings/staff meetings, investigating/collecting the holding status of related historical 
materials, purchasing books, sharing and disseminating information, and presenting research results 
at academic conference.  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 メンバーの専門分野の学際性の高さにより、それを備えた分析ができた。また当時の日本の女性知識人たちの
関心は主として欧米に向けられていたが、その中で中国の女性に目を向け、彼女たちを知ろうという活動が行わ
れていた点に着目したことが、本研究の最大の独創性である。
　近代日中女性交流の一側面を解明し、日本・中国それぞれのジェンダーの歴史的構築において、日中の女性同
士の関係性が大きく作用していたことを明らかにした。月曜クラブ・一土会を通して日中の政治的関係の悪化と
逆行し、理解と融和を目指して活動をしていた事を探ることは、近代東アジアにおけるジェンダーの歴史的構築
の在り方を根源から問い直す事になった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 

 ＜日中女性関係史の先行研究＞ 
従来、日本近代文学、中国女性史、日本女性史の各研究においては、それぞれ一国史の枠内で論じられること

が多く、日中間の女性同士が密に交わした交流を多角的、総合的に行う研究は少ない。これまで重視されてきた

のは、参政権獲得運動や自由恋愛・結婚など国内の問題であり、女性の国際的な動きについてはまだ研究途上と

いえる。 

日中関係史研究においても、政治・外交・経済等については研究の蓄積があるが、女性たちがどのように国境

を越えて互いの存在を認め、諍いを回避し両国間の良好な関係に向けて女性の社会的役割を果たすべく親交を深

めようとしていたのかということは、研究史上の欠落点である。 

そこで、本研究では、近代における日本・中国の女性同士がいかにして関係性を構築しようとしていたかの基

礎的研究として「日中女性関係史」という枠組みを提起し、1920 年代末から 30 年代において、その活動の中心

となったグループ「月曜クラブ」と「一土会」に焦点を当てる。 

 

 

２． 研究の目的 

本研究の目的は、1920 年代末から 1930 年代において、日本の女性知識人たちの議論と交流の場であった「月

曜クラブ」および、そこから発展して作られた、隣国中国を知ることを目指した「一土会」という、関連する二

つの女性グループの活動を明らかにし、近代日中関係史をジェンダーの観点から分析することである。これまで

に、月曜クラブと一土会の実質的幹事であった東京朝日新聞社初の女性記者竹中繁の未公開史料（中国旅行日記・

原稿・書簡・写真等）について、本研究の申請者石川照子、山﨑眞紀子（研究分担者）、須藤瑞代、藤井敦子、姚

毅（ともに研究協力者）の5名は詳細な分析を行い、公開出版可能な形態に整えてきた。「月曜クラブ」「一土会」

の記録もその作業の中で見つかった新史料であり、日中関係に新たな知を提供することができる。 

 

 

３． 研究の方法 

 【1】竹中繁の残した月曜クラブと一土会に関するノートを詳細に検討し、それぞれの会の方向性および意義に

ついて解明する。 

【2】月曜クラブ・一土会参加者の中国観について、当時の新聞雑誌などに掲載された記事を調査して検討する。 

【3】中国側の史料を調査し、日本女性の中国訪問に関する記録や記事を調査検討する。 

【4】定期的な研究会を開催して調査した結果の意見交換をし、【1】～【3】の進捗状況について確認、情報を

共有した上で論文集作成作業を行う。 

【5】共同研究のまとめとして、①ワークショップの開催、②論文集を刊行する。 

 

 



４．研究成果 

＊2017年度 

① 国際シンポジウムへの参加と報告・・・7月11～14日に台湾・中央研究院近代史研究所主催の国際シンポジ 

ウム「世界史の中の中華女性」に、研究代表の石川照子が研究協力者の須藤瑞代、姚毅と共に参加し報告を行

った。また、台湾、中国等の研究者たちとの学術交流も行った。 

 

② 今期の科研費助成事業と同じメンバーによる科研費助成事業（基盤研究Ｃ「近代日中女性関係史におけるジ 

ェンダー構築の総合的研究ー竹中繁を中心として」研究代表者：山﨑眞紀子）2014年4月～2017年3月）の成果 

を、『女性記者・竹中繁のつないだ近代中国と日本ーー一九二六～二七年の中国旅行日記を中心にーー』（研

文出版、2018年2月）として上梓した。 

 

 

＊2018年度 

 

① 国際シンポジウムへの参加と報告・・・11月8～11日に、上海社会科学院歴史研究所・神奈川大学非文字資 

料研究センター主催の円卓会議「中国・上海都市研究の新動向」（於上海社会科学院歴史研究所）に、研究代 

表者の石川照子が参加し報告を行った（「上海のキリスト教ーー戦後・建国後・そして現在」）。また、中国

の研究者たちとの学術交流も行った。 

 

 

＊2019年度 

 

①  2019年12月8日、ジェンダー史学会第16回年次大会（於専修大学）の自由論題部会において、パネル報告

「日中開戦前の女性たちによる平和運動の模索ーー月曜クラブと一土会を中心に」（報告者：石川照子、山

﨑眞紀子、須藤瑞代、姚毅）を行った。ジェンダー史学会大会での報告は、研究期間全体の成果の総まとめ

と位置づけられる。報告の目的は、「日中戦争前の時期、すなわち1920年代末から1930年代において、日本

の女性知識人たちの議論と交流の場であった「月曜クラブ」と「一土会」という、関連する二つの女性グル

ープの活動を明らかにし、そこで模索されていた日中間の平和を希求する活動について考察すること」であ

った。報告に対しては多くの質問・コメントが寄せられ、幸い好評を得て、今後の論文集刊行の為の重要な

土台の構築ができた。 
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